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会 議 録【詳細版】 

会 議 の 名 称 令和５年度第２回守谷市保健福祉審議会 

開 催 日 時 
令和５年１０月１８日（水） 

開会：１４時３０分   閉会：１６時５０分 

開 催 場 所 守谷市役所 全員協議会室 

事務局（担当

課) 
健幸福祉部 社会福祉課 

出 

席 

者 

委  員 

垰本委員、萩原委員、小田委員、田上委員、田中委員、新田委員、松山委員、大川委員、竹

内委員、塩澤委員、清水委員、橋爪委員、越智委員、小川委員、中山委員、飯村委員、市村

委員、川田委員      計１８名 

事 務 局 

＜健幸福祉部＞ 

稲葉健幸福祉部長、羽田健幸福祉部次長兼社会福祉課長、小林健幸福祉部次長兼介護福祉課

長、新島保健センター所長、森山国保年金課長、滝本健幸長寿課長、松井社会福祉課長補佐、

宮崎主任 

＜こども未来部＞ 

石塚こども未来部長、森山こども未来部次長兼すくすく保育課長、上野のびのび子育て課長 

計１１名                                            

公開・非公開 

の 状 況 
■公開  □非公開  □一部公開 傍聴者数  ０人 

会議次第 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 議事 

協議事項 

① 守谷市障がい者福祉計画（第４期）及び守谷市障がい福祉計画（第７期）及び守

谷市障がい児福祉計画（第３期）素案について 

② 第９期守谷市高齢者福祉計画・介護保険事業計画（素案）、守谷市成年後見制度利

用促進基本計画（素案）について 

報告事項 

① 令和５年度第２回地域自立支援協議会開催報告について 

② 令和５年度第１回及び２回保健福祉審議会障がい者福祉分科会開催報告につい

て 

③ 令和５年度第１回保健福祉審議会健康づくり分科会開催報告について 

④ 令和５年度第２回及び３回保健福祉審議会地域包括ケアシステム分科会の開催

報告について 

⑤ 守谷市シニアボランティアポイント制度の再開について 

⑥ 令和５年度第１回子ども・子育て分科会の開催報告について 

⑦ 遊育施設（あそびの森もりっ子）のプロポーザル選定結果について 

４ 閉会 

令和５年１１月２７日 

守谷市保健福祉審議会 

 会   長  竹内 公一      

 議事録署名  飯村 敏雄      

 議事録署名  中山 隆義      
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令和５年度第２回守谷市保健福祉審議会議事録 

 

日  時   令和５年１０月１８日（水）  

１４時３０分から１６時５０分 

会  場  守谷市役所 全員協議会室 

 

松井社会福祉

課長補佐 

令和５年度第２回守谷市保健福祉審議会を開会いたします。初めに

竹内会長にご挨拶を頂戴します。 

竹内会長 （あいさつ） 

松井社会福祉

課長補佐 

ありがとうございました。 

なお、本日ですが、椿委員、飯塚委員、吉田委員、横張委員、古谷

委員の５名におかれましては、事前に欠席のご連絡を頂いております

ことを申し添えます。 

次に本日の会議の会議録について、発言者の氏名記載についてです

が、令和３年５月１８日付け、保健福祉審議会におきまして、原則、

発言者氏名を記載することと決定しています。また、氏名を記載しな

い場合は、適宜協議いたしますのでよろしくお願いいたします。会議

録の作成におきましては、議事録作成ソフトを用いて、文字起こしを

行います。ご発言される際には、マイクのスイッチをオンにしまして、

あらかじめ氏名を述べていただいてから発言されますよう、ご協力の

ほどをよろしくお願いいたします。 

また、本日の一般傍聴希望者はおりません。 

それでは議事に入ります前に、資料の確認をさせていただきます。

事前に配布した資料が１１点ございます。協議事項№１「守谷市障が

い者福祉計画第４期及び守谷市障がい福祉計画第７期及び守谷市障

がい児福祉計画第３期素案」、協議事項№２「第９期守谷市高齢者福祉

計画、・介護保険事業計画、守谷市成年後見制度利用促進基本計画素

案」、報告事項№１「令和５年度第２回地域自立支援協議会開催報告」、

報告事項№２－１「令和５年度第１回障がい者福祉分科会開催報告」、

報告事項№２－２「令和５年度第２回障がい者福分科会開催報告」、報

告事項№３「令和５年度第１回健康づくり分科会開催報告」、報告事項

№４－１「令和５年度第２回地域包括ケアシステム分科会開催報告」、

報告事項№４－２「令和５年度第３回地域包括ケアシステム分科会開

催報告」、報告事項№５「守谷市シニアボランティアポイント制度の再

開について」、こちらの資料はホチキス止め２枚つづりとなっており

ます。報告事項№６「令和５年度第１回子ども・子育て分科会開催報

告」、こちらの資料はホチキス止め５枚つづりとなっております。報告

事項№７「遊育施設（あそびの森もりっ子）のプロポーザル選定結果

について」。以上、不足資料等ございましたら挙手にてお願いいたしま

す。 

よろしいでしょうか。 

本日の審議会におかれましては、審議会条例第６条第２項により、

審議会は委員の半数以上の出席がなければ開くことはできないとあ
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ります。本日は出席１８名、欠席６名です。今回、委員総数のうち半

数以上の方が出席されておりますので、会議は成立いたします。 

本日の案件は、協議事項２件、報告事項７件となっております。そ

れでは、審議会条例に基づき、この後の議事につきましては、会長に

議長をお願いしたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

竹内会長 

 

それでは、議長を務めさせていただきます。よろしくお願いいたし

ます。 

今回の審議会、先ほどありましたように、協議事項２件と報告事項

７件が提出されておりますが、協議事項と報告事項が関連している部

分に関しては、まとめてご説明いただくようにしたいと思いますの

で、その点ご了承いただければと思います。 

なお議事に入ります前に、今回の議事録署名人を審議会の名簿順で

中山委員、飯村委員にお願いしたいと思います。それでは、議事に入

らせていただきます。 

協議事項№１「守谷市障がい者福祉計画第４期及び守谷市障がい福

祉計画第７期及び守谷市障がい児福祉計画第３期素案について」、併

せて、報告事項№１「令和５年度第２回地域自立支援協議会開催報告

について」、そして、報告事項№２「令和５年度第１回及び第２回障が

い者福祉分科会開催報告について」、これらについての説明を社会福

祉課からお願いいたします。 

羽田社会福祉

課長 

本日の協議事項№１、守谷市障がい者福祉計画第４期及び守谷市障

がい福祉計画第７期及び守谷市障がい児福祉計画第３期素案の説明

に当たりまして、今会長からありましたとおり、地域自立支援協議会

及び保健福祉審議会障がい者福祉分科会、こちらでご協議いただきま

したので、先に報告事項の方から説明させていただければと思いま

す。 

最初に報告事項№１の令和５年度第２回守谷市地域自立支援協議

会会議録のほうをご確認ください。この時には、守谷市障がい者アン

ケート調査の結果報告ということで、ご協議いただきました。 

主な意見としましては、アンケートをしたことについて公表するこ

とで、アンケートに答えた方が自分の意見がこのように反映されてい

るのを確認するために、公表したほうがいいのではないかというよう

なことが挙げられました。 

続きまして報告事項№２－１、令和５年度第１回守谷市保健福祉審

議会障がい者福祉分科会会議録をご覧ください。議題につきまして

は、地域自立支援協議会と同じように、障がい者アンケート調査報告

書についてと、今後のスケジュールについてです。 

こちらにつきまして、主な意見としましては、アンケートの回収率

が、前回に比べるとちょっと低いのではないかというところがありま

した。今回は、初めてインターネット回答も行ったのですけれども、

想定よりもアンケートの回答率が低かったのは、ボリュームが多かっ

たという反省点がありました。回収率と、自由記述の反映のところ、

あと、アンケート回答からの課題として、大きくは３点で、市民への
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啓発活動、教育と、就労。この辺についてご意見を賜った形です。 

続きまして、報告事項№２－２、令和５年度第２回守谷市保健福祉

審議会障がい者福祉分科会会議録をご覧ください。 

議題としては、令和４年度の守谷市障がい者福祉計画第３期、障が

い福祉計画第６期、障がい福祉計画第２期の実施状況、実績報告とな

ります。それと、今回の計画作成に当たり行いました障がい者団体等

へのヒアリングの結果報告。それと、今回提示しております障がい者

福祉計画第４期の素案についてご協議をいただきました。 

主な意見としましては、障がい福祉サービスニーズや供給量の管

理、サービスの質の管理の考えに関することについて。あとは、障が

い者福祉計画第４期の素案について、どのようなことに変更があった

かについてご意見等賜りました。 

報告事項につきまして以上となります。 

続きまして、協議事項№１の今回の資料の素案の方をご覧いただき

たいと思います。こちらの内容説明をさせていただきます。 

こちらの素案につきましては、事前に資料をご確認いただいている

と思いますので、計画の基本事項を説明した後に、前回の計画と変わ

った部分、今回の計画での審議事項などのポイントに絞って説明させ

ていただければと考えております。 

まず、基本事項についてですが、これは資料の第１編になります。

障がい児・者に関する計画が、今回タイトルでお分かりのように、各

法律に基づいて３つございます。この３つは法律上策定しなくてはな

らない計画となっておりますので、こういったそれぞれの法律に基づ

く計画名称を設けていることをご了解ください。ただ、それぞれの計

画は密接に絡んでおりますので、守谷市としましては、この３つの計

画を別々に作成するのではなくて、一体的に作成するということで、

今回の計画の素案を作成しております。 

各計画の関係状況は、資料の５ページをご覧いただけますか。障が

い者福祉計画、障がい福祉計画、障がい児福祉計画の関係と、施策体

系というところでご覧いただきたいのですが、基本的に障がい者福祉

計画は障がい者基本法に基づく、障がいサービスに関する基本施策を

定める計画ということとなっております。ですので、障がい者施策に

関する基本計画というような位置付けと考えてください。 

障がい福祉計画、障がい児福祉計画につきましては、実際生活する

上での、自立支援として必要となってくるサービスに関する見込み量

等を制定する、定めるものとなっています。 

障がい者福祉計画に基づいて、障がい福祉計画、障がい福祉計画の

それぞれの今後の利用見込みとかの推計をするという形で、今後の施

策をまとめていくこととなっています。 

次に計画の期間ですが、障がい者福祉計画は６年、障がい福祉計画、

障がい児福祉計画がそれぞれ３年と異なっています。８ページをご覧

いただきますと、計画期間につきまして図示をしています。障がい福

祉計画と障がい児福祉計画は３年ごとにサービス見込み量の設定を
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するということになっています。数値計画も入ってきますので、数字

の見直しは３年ごとに行うという形となっています。対しまして、障

がい者福祉計画は障がい施策の総合計画、総括的な計画となりますの

で、３年、３年に合わせて６年ごとの見直しという形となっています。

ただ、３年ごとの障がい福祉計画、障がい児福祉計画の見直しの際に

は、障がい者福祉計画全体計画で３年ごとの状況で何か変化があった

場合には、微調整するような形での見直しをすることも想定していま

す。 

次に、計画の進行管理関係ですが、守谷市は保健福祉審議会と地域

自立支援協議会、これが二つありまして、計画の進行管理につきまし

ては両機関で行うこととなっています。これは、今までの計画におい

ても同様の状況で、各機関の役割分担につきましては９ページから１

０ページにおいて定めています。１０ページの表の方が見やすいかと

思うのですが、障がい者福祉計画の進行管理は、基本的に保健福祉審

議会。障がい福祉計画、障がい福祉計画が地域自立協議会という形で

す。それぞれで進行管理したものを、情報を共有するという形をとり

まして、全体的な計画の取りまとめ、諮問答申等につきましては保健

福祉審議会で行うこととなっています。 

次に、守谷市障がい福祉福祉計画第４期について説明します。資料

は１１ページからになりますが、ポイントを絞らせていただきますの

で、途中途中でページが飛ぶことをご了承ください。 

計画の基本理念は１２ページになります。第三次守谷市総合計画及

び第３期守谷市地域福祉計画におきまして、誰もが身近な住み慣れた

地域で生活することを施策として掲げております。これは障がいがあ

る人がない人も、共に生活する地域共生社会の考え方と思っていま

す。これらのことについて、第３期計画でも同様としておりましたが、

この基本理念は、第３期計画と同様に、全ての人が地域社会で共生す

ることができるまちということを基本理念にしたいと考えています。 

この基本理念実現のための施策目標を３つ設定しています。この目

標において、各分野の施策を推進することとしています。施策目標に

する施策を体系化したものが１５ページです。施策目標自体は前計画

と変わりませんが、体系上において順番の入れ替えや追加をしたとこ

ろがあります。施策目標は変更していませんが、地域で自立した主体

的な生活の支援を１番に、共に築く福祉のまちづくりを２番にしまし

た。ただ、順番を入れ替えたことで施策の優先順位が変わるというこ

とではありませんが、まず自立した生活を送れることになることが、

障がいのある方のテーマになると考えて、地域で自立した主体的な生

活の支援という形で順番を変えたということです。 

また、地域で自立した主体的な生活支援の施策の柱で、相談体制の

充実を柱としていましたけれども、今計画では生活支援サービスの充

実の施策の中に位置付けています。３番のライフステージに応じた社

会参加の支援と自立のところですが、新たな法制定に伴い、情報アク

セシビリティの向上及び意思疎通支援の充実を追加しています。 
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また、各施策目標の施策においては、ヤングケアラーや地域で生活

する上での環境整備と、医療的ケアが必要な方への支援、災害時の支

援などの課題を踏まえて、順序を変えているところもあります。これ

ら基本的な項目は追加とか、順番が変わったものは多少あります。 

続きまして、各施策における新たな取組みなどについて説明しま

す。１７ページをお願いします。相談支援体制の充実の取組みとして、

表の２番目と４段目にありますが、新規という形で、今回計画として

追加しております。相談支援体制の充実の取組みとしまして、具体的

に、基幹相談支援センターの設置というものと、医療的ケア児・者と

その保護者への相談支援体制の充実、これについては医療的ケア児等

コーディネーターの配置等を含めてですが、そういった相談支援体制

を充実していくということで設けています。 

１８ページをお願いします。家族に対する総合的な支援として、家

族介護者・介助者への支援と、地域生活支援協定等の整備検討に新た

に取り組むとして新規２点を挙げています。家族介護者・介助者への

支援等の中においては、先ほど申し上げましたヤングケアラーの関係

等も含めて対応していきたいと考えています。それと、地域生活支援

拠点等の整備ですが、これは拠点等の整備検討という形をとり、地域

で生活する上でどのようなサービス、今でも各種のサービスを提供し

ていますが、緊急時の受入れ体制をどのようにするかといったところ

の課題を解決するために、こういった新規事業に取り組むということ

で取り上げています。 

次に１９ページですが、制度の円滑な運営と利用促進の取組みがあ

ります。こちらについて、障がい者に対する各種の周知ということで、

今までですと、市の広報というとホームページとか、広報紙とかが中

心となっています。あとは独自のしおりです。サービス案内図のよう

なもの。それに限らず、昨今ではＳＮＳを使っての情報発信もありま

すので、そういったものを活用したいと。この辺は、情報の提供支援、

情報アクセシビリティの関係も出てくると考えています。 

続きまして、２１ページをお願いします。日常生活支援２の２１ペ

ージで、重度障がい者医療的ケア児に対する生活上の支援に取り組む

ことを挙げています。 

こちらで、１点漏れてしまったので追加をお願いしたいのですが、

２１ページの表の一番下の医療的ケア児に対する地域生活支援体制

の推進の実施主体に、就学や教育カリキュラムにおける支援を行う教

育委員会の教育指導課が入っていなかったので、こちらは追加したい

と考えています。学校教育課は学校設備とかを行いますが、個別の教

育プログラムについては教育指導課になると思うので、両方入ってい

た方がいいだろうということで、追加をしたいと思います。 

次に２９から３０ページです。差別の解消になります。こちらにつ

いては、教育現場における取組みを進めることと、３０ページで、合

理的配慮の促進に向けた事業所等への啓発というのがあるのですが、

合理的配慮が、今までですと公共機関いわゆる市役所とかは義務とな
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っていたのですが、令和６年４月１日以降は、民間事業所も義務化さ

れるということがありますので、そういった合理的配慮とはどういう

ものかというのを啓発することが必要になってくるということで、新

規で取組みを加えています。 

次に３３ページをお願いします。施策目標２、ともに築く福祉のま

ちづくりの理解と交流の促進で、心のバリアフリーの推進を新規で追

加しています。これは、地域で共に生活する上での基本的な考えを推

進していくという形で考えています。 

次に３５ページをお願いします。安全安心な生活環境づくり、こち

らは、災害対策の方に関わってくる部分です。今、社会福祉課で所管

をしている避難行動要支援者、自宅で生活しているけれども、１人も

しくは家族だけでは、避難所に行くことは難しいとか、避難をどのよ

うにしたらいいだろうという方に対する支援の計画作成を行ってい

ますが、この中に、医療的ケア児等を含めるということで明記をしま

した。中には、避難行動要支援者ですと、基本的には要介護認定を受

けている方とか障がい者手帳をお持ちの方ですが、医療的ケアの場

合、こういう手帳を持っていない方もいると漏れが出るということ

で、はっきりとこういう形をとった方が良いかということで追加して

おります。 

次に３９ページが施策としても追加となりました。情報アクセシビ

リティの向上と意思疎通支援の関係です。こちらにつきまして、デジ

タル技術が進んでいるということから、こういった施策が必要になっ

てくるということで、取組みとして４０ページに、様々な障がいの方

に対して適切な情報を取れるような環境整備と、意思疎通ができるよ

うなものということでの取り組みですけれども、一つとして市印刷物

への音声コードの導入を考えていくということがあります。いわゆる

ＱＲコードみたいなものを読み込むと音声で読み上げてくれるよう

な仕組みがあるというので、そういったものの導入の検討と、それだ

けに限らず、全般的な情報アクセシビリティを向上していくというふ

うに取り組んでいきたいと考えています。 

以上が第４期の素案の内容です。 

続きまして、障がい福祉計画第７期、障がい児福祉計画第３期の素

案について、５２ページ以降になります。５３ページから５８ページ

については、厚生労働省が提示しています、障がい福祉サービスの提

供体制の確保に係る成果目標となっています。 

こちらの目標設定に当たっては、今までの利用実績をもとに推計し

ているのですが、ここ数年は新型コロナウイルス感染症の関係による

ものから、利用実績が年度によって、もしくはサービスの種類によっ

ては、前年よりも利用が下がるというところもあり、単純に、今まで

の利用者が増えてサービスの利用も増えるというような伸び率とい

う形での考え方では、推計は難しいという実態がありました。ですの

で、伸び率で考えられる部分もあれば、その利用の実態に基づいて推

計をするような形で、こちらの項目の見込み量を推計しています。こ
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ちら、施策目標のところで申し上げましたが、サービスの利用見込み

全般的にいえることですので、そちらの方も同様に推計しているとお

考えください。 

また、実績データが取れていない指標もあります。これは実績デー

タを取る方法がうまく確立していない部分もあり、データ取得の方法

も併せて考えていきたいと思っています。障がい福祉サービス等の提

供体制に係る成果目標の一つとして、施設入所者の地域生活移行、こ

ちらは国の周知に基づいて設定しております。精神障がい者の地域包

括ケアシステムの構築ですが、ここは実績が取れていない部分もある

ので、見込み値の推計が難しいのですが、基本的には国の方でも施設

から地域へということを基本方針としています。その地域で生活する

ための環境整備というところが必要になってくると考えています。 

同様なことが、地域生活支援の充実で、先ほどの施策、障がい者福

祉計画で申し上げた、地域生活支援拠点の関係が、ここと連動してく

るとお考えください。こちらの整備については、近隣を含めて、どう

いった形で整備しているのかを、いろいろと情報整理しながら行って

いければと考えています。 

成果目標の４つ目は就労関係ですが、いわゆる自立する上での大前

提となる、就労で収入を得るということについて、福祉的就労から一

般就労、一般企業への就労に向けていくために、どれぐらいの人が移

行できるかというところでの推計をしているところです。 

５つ目は、障がい児支援ということで、ここで児童発達支援センタ

ーと医療的ケア児コーディネーターの配置について、その下の６つ目

が、相談支援体制の充実強化で、基幹相談支援センターの設置につい

てになります。 

成果目標の７つ目が障がい福祉サービス等の質を向上させるため

の取組みということで、こちらについては市のサービスの質の向上の

取り組みについて記載しています。 

５９ページ以降が、障がい福祉サービス等の見込みです。これは、

個別サービスの利用見込み量で、利用実績や利用＝サービス提供体制

などにより推計しています。先ほど申し上げた利用率でいくと、逆転

現象が起こってしまうようなところも踏まえて、利用の実件数を基に

設定しました。やはり、利用できるサービスの提供できる体制がない

と、実際利用ができないという現状もあるので、そういった提供体制

も加味して設定しています。 

この中で、利用見込み量が増加しそうなサービスとしては、６０ペ

ージの居宅介護を増加傾向で見込んでいます。居宅介護、これは在宅

でのヘルパー利用とイメージしていただけると分かりやすいかと思

いますが、これが一つ増加するというのが考えられます。 

６２ページの就労継続支援Ｂ型もというのが、こちらも増加傾向で

見ています。これはいわゆる福祉的就労の場という形で、雇用契約形

態での就労ではなく、福祉的に軽作業を行うようなもの、こちらの方

の利用が増えてくる傾向はあるかと思います。 
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それと昨今、特に増えているという印象があるのは共同生活援助。

６３ページになりますが、これは通常グループホームと呼ばれている

サービスです。いわゆる地域で生活する場の一つとなってきますの

で、こういった整備と利用意向は、今後も高まる傾向にあるかと想定

しています。 

こちらの個別サービスがそれぞれ増えるということもそうですが、

これらの増加に合わせて、６４ページの計画相談支援、サービスを利

用するに当たってのサービス利用計画の作成も出てきますので、介護

でいうケアマネのような形になるものですが、相談支援専門員が、サ

ービス利用に当たっての計画を作成する、こちらもサービスの利用増

と合わせて伸びると予測しています。 

６５ページから６８ページは、地域生活支援事業の利用見込みで

す。地域生活支援事業は、自立支援給付としての障がい福祉サービス

で対応していない障がい福祉サービスということで、今まで申し上げ

た障がい福祉サービスの居宅介護とか、就労継続Ｂ型は、いわゆるヘ

ルパーさんに来てもらう、働く場に行く、生活する場のグループホー

ムを利用するといったサービス以外のところで、例えば、知的・精神

系でいきますと、自分での判断能力・契約能力が厳しい場合には、成

年後見の利用支援などを行ったり、あとは日常生活用具ということ

で、機器類を購入する助成を行ったりというところになります。 

日常生活用具では、６７ページで表を作っており、ここで排泄管理

支援用具、特に紙おむつとか、人工肛門の方のストマ用品の利用が昨

今増えているという傾向はあります。身体障がいの膀胱、直腸障がい

の方や、紙おむつの場合ですと、状態が、言葉で言うと寝たきりのよ

うな形で紙おむつを利用している肢体不自由者。状態によって医療的

ケア児なども、おむつが必要な場合もありますので、そういった傾向

もあると予測しています。 

日中一時支援も増加が見込まれます。このサービスは、就労継続支

援Ｂ型などの日中サービスを利用しており、利用が９時から３時とか

決まった時間になってしまうので、家族が帰ってくるのは６時となる

と、３時から６時までの間、お預かりするような場というイメージを

していただければと思います。こちらについても、やはり利用は増え

ているという印象がありますので、サービス事業所の方で延長して受

けられるかどうかというのは、その提供体制の問題もあるので、ここ

はカバーするような形のサービス利用もあるということです。 

６９ページは、今まではどちらかといえば障がい者の方が中心です

けれども、障がい児ということで、児童に特化した、いわゆる１８歳

未満の方が利用するサービスとお考えください。実績がなく、市内に

事業所がないため、利用見込みを立てることが困難なサービス、保育

所等訪問支援などは、昨今増え、若干の利用実績が出てきております

が、医療型児童発達支援・居宅訪問型児童発達支援などは、実際、こ

の近辺でもないサービスもあるので、これは提供の関係上も、利用の

推計は難しいというところがあります。ただ、児童発達支援、就学前
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の子供たちを指導するところ、放課後等デイサービス、就学後の子供

たちが療育を受けたり、放課後の居場所として使うところでのサービ

スが増えると考えております。 

守谷市の場合、高齢化は進んでいますが、子供が減るという形での

予測はないと思っていますので、まだこれから、微増というか、増加

はあるかと予測しています。 

７２ページ以降は、統計資料や統計情報、用語解説などの参考資料

ですので、ご確認ください。 

今回の計画のポイントはそのようなところだとお考えください。説

明は以上となります。よろしくお願いします。 

竹内会長 説明ありがとうございました。 

ただいまの説明について、委員の皆様のご意見ご質問等を言ってい

ただきたいと思います。 

まず初めに会議報告がありましたので、会議報告について。会議に

ご参加の委員の方から補足あるでしょうか。 

まず、障がい者福祉分科会の方ですが、こちら、障がい者福祉計画

に関わるような議論もあろうかと思いますが、このあたり何か補足と

かありましたらお願いいたします。よろしいですか。 

では続きまして、自立支援協議会の方からいかがでしょうか。こち

ら、障がい福祉計画及び障がい児福祉計画に関わることについて議論

するという場になっています。いかがでしょうか。こちらもよろしい

ですか。 

では、実際に計画の素案について議論していくということにしま

す。計画の素案について、コメントあるいは質問等がある方、挙手の

上ご発言ください。いかがでしょうか。では、お尋ねしたいと思って

いるところがありましたので、お尋ねしたいと思います。 

まず、マニアックなところから、いきなりそこからくるかと言われ

るかもしれませんけれども、医ケア児、医療的ケア児のコーディネー

ターの件ですけれども、このコーディネーターというのは、これは新

設されるということで、どのような方がなるのか、それからどのよう

な待遇であるのか、そのあたりについて、どのような目論見があるの

かについてお聞かせください。 

羽田社会福祉

課長 

はい。お答えします。 

医療的ケア児等コーディネーターについては、基本的には茨城県で

主催する、コーディネーター研修を受講した場合に、コーディネータ

ー資格が授与されるという形です。 

守谷市では、現状としましては、職員で医療的ケア児に関わってく

るだろう部署として、社会福祉課、のびのび子育て課、保健センター

の３箇所で１人ずつ受講しております。今、１名ずつ配置されている

形で、コーディネーター資格を持っていますけれども、職員がコーデ

ィネーターの資格を取って、知識を持つという仕組みをとっていま

す。 

今年度以降、今は１人ずつというのも体制的にどうなのかというと
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ころがありますので、受講者を今年度も増やして受講して、体制を整

えていくという形は考えています。 

竹内会長 ありがとうございます。 

ちなみにその職員の方々のバックグラウンド、例えば福祉関係の勉

強をなさった方であるかとか、そのあたりについてお聞かせいただけ

るでしょうか。 

羽田社会福祉

課長 

はい。資格としましては、社会福祉士、保育士、保健師が主立った

ところです。 

竹内会長 ありがとうございます。 

時節に合わせたといいますか、政策に合わせて、それぞれの専門性

のある人たちが適切に教育を受ける機会を得ているという、そういう

理解でよろしいですか。 

他いかがでしょうか。続いて、質問させていただきます。 

情報のアクセシビリティの向上というところが出ていますが、この

情報のアクセシビリティの向上、なかなか難しい問題がありまして、

どんな情報を発信するか、あるいはそれを適切に見てもらえるかとい

うような問題があり、こちらの方は工夫のしどころかと思います。 

その点と、あともう一つは、情報のアクセシビリティの向上となる

と情報を扱うので、どうしてもセキュリティという問題が発生しま

す。セキュリティ、こちらの方が負担になってくる可能性があります

が、このあたりについてどのように考えたらよろしいでしょうか。 

羽田社会福祉

課長 

はい、お答えします。 

４０ページの取組みのところに、情報アクセシビリティの向上とい

う形で設けています。今、会長からお話があったように、いろいろな

方が等しく情報を得ること、逆に情報発信することができるという体

制という話になると思いますので、当然、私どもの福祉部門としては、

社会福祉課が関わっていくかというところです。ただ、それを、広報

媒体といいますか、周知する機関、周知等を担当する部署としては、

ここでいけば秘書課などが、ホームページとか、そういった関係は担

当していますし、紙媒体だけではないですが、図書館で音声データの

ＣＤを貸し出したりとかもあります。そういった、今行っていること

を踏まえつつ、今後どのようなニーズが出てきて、どういう対処を取

っていくかを、この４課で協力していく形になるかと思います。 

その中で、いろいろと大きい役割になるのがデジタル戦略課かと考

えます。いわゆるデジタル関係の担当部署となりますし、その中で、

セキュリティポリシーの関係もこのデジタル戦略課が担当していま

すので、セキュリティ関係も踏まえて、情報発信をしていければと。

今後どのような形でやっていくかというのは、この４課で具体的な検

討をしていった上での周知という形になると思います。 

竹内会長 ありがとうございました。 

こちらは私の意見ですが、セキュリティに関しては、市役所がセキ

ュリティを守っているだけではなく、その受け手である障がい者の

方、障がい児の方々、その家族の方々のセキュリティということも考
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えて差し上げなければいけないですが、その責任関係がどうなってい

るかというのは、曖昧になりがちだと思います。その曖昧になってい

るところについて、曖昧だから知らないではなく、親身に対応して差

し上げられるような施策を打てるといいなと思います。どうぞ、ご検

討いただければと思います。 

その他いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

ちなみにですけれども、こちらの計画ですが、分科会及び協議会の

方での検討は、次の協議会及び分科会の方でなされるものですか。 

羽田社会福祉

課長 

今後のスケジュールについてご説明が漏れており、申し訳ございま

せん。 

これからのスケジュールですが、今回この審議会にてご協議いただ

いた後に、まず基本的な素案としてまとめさせていただきます。それ

を今後パブリックコメントにかける形になるのですが、その段階とし

て庁内で１回検討し、さらに議会の方にも報告する、こういった形で

行いたいと思います。 

パブリックコメント終了後に、分科会とかでご協議をいただくよう

な形をとって、その後に、もう一度こちらの審議会で諮問させていた

だくという流れで考えております。 

竹内会長 承知しました。 

各委員、実際に読んで分からないところもまだまだあろうかと思い

ますが、このあたりに関しては適宜担当の方にご連絡いただき、担当

の方にとっては良いアドバイスになるのではないかと思いますので、

そういうつもりで対応していただければと思います。 

大変分厚い書類ですので、この分厚い書類を３０分間以内にまとめ

て説明してくださったのはよかったと思います。ありがとうございま

した。 

それでは、こちらについては皆様のご意見もあろうかと思います

が、それは適宜お寄せいただきながら進めていくことにしたいと思い

ます。ご協議ありがとうございました。 

では続きまして、協議事項№２「第 9 期守谷市高齢者福祉計画、介

護保険事業計画素案、守谷市成年後見制度利用促進基本計画素案につ

いて」です。 

こちらは、報告事項№４「令和５年度第２回及び第３回の地域包括

ケアシステム分科会の開催報告について」と関係しますので、併せて、

介護福祉課からお願いいたします。 

小林介護福祉

課長 

こちらの協議事項は、先程、会長からありましたとおり、報告事項

№４、令和５年度第２回及び第３回保健福祉審議会地域包括ケアシス

テム分科会の報告と関連いたしますので、一括で説明します。 

それでは、報告事項№４－１、令和５年度第２回守谷市保健福祉審

議会地域包括ケアシステム分科会の会議録についてご説明します。 

こちらの内容は、まず１点目ですが、第９期介護保険事業計画の基

本指針、大臣告示ポイントで、国の大まかな方針について説明しまし

た。内容については、第 9 期の計画では、団塊の世代が全員７５歳と
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なる２０２５年を迎えることとなります。また、高齢者人口のピーク

を迎える２０４０年を見通すと８５歳以上の人口が急増し、医療・介

護双方のニーズを有する高齢者など様々なニーズが増えていること

が記載されています。それを踏まえて、都市部と地方で高齢化の進み

方が大きく異なるということも記載されています。これに伴い、地域

に応じた施策や目標、優先順位を検討した上での介護保険事業の計画

を定めることが重要となると国の方で示されております。 

この内容を踏まえ、分科会では、基本理念、施策の体系と、基本施

策、主な取組みなどを中心に説明しました。基本理念としては、住み

慣れた地域で健やかに暮らし、安心と幸せを感じられる守谷というこ

とで内容を報告し、ご意見などを踏まえながら、この内容で進めまし

た。 

３つ目、守谷市のシニアボランティアポイント制度の再開に関して

は、本会議で後ほど、担当から詳細を説明します。 

続きまして、報告事項４－２、令和５年度第３回守谷市保健福祉審

議会地域包括ケアシステム分科会です。こちらは、今回の、第９期の

守谷市高齢者福祉計画、介護保険事業計画、守谷市成年後見制度利用

促進基本計画の素案について、資料を皆様に提示し意見をいただきま

した。 

この中で、介護人材の確保ということで、市としても大きな問題と

考えており、当時この中で具体的な案などを示すことができなかった

のですが、分科会の委員の皆さんから、具体的な施策はなくてもここ

に記載することが大事というご意見をいただき、検討していることを

記載しました。 

簡単ですが、報告事項はこちらで終了します。 

滝本健幸長寿

課長 

続きまして、協議事項№２の計画の素案をお手元にお願いします。 

まず、２ページ目をご覧ください。計画の位置付けからご説明しま

す。本計画は、老人福祉法に定める市町村老人福祉計画及び介護保険

法に基づく市町村介護保険事業計画を一体的に策定するものとして

位置付けられています。本市においては、高齢者保健福祉施策の総合

的指針として位置付けるものです。また、下表にあるとおり、今回策

定する計画は、その上位計画である守谷市総合計画や守谷市地域福祉

計画と整合性を図るとともに、国や茨城県の指針や計画等について

も、併せて整合性を図るものとなっています。また、守谷市成年後見

制度利用促進基本計画も今回、見直しを行っておりますので、一体的

に本計画と併せて後ほどご説明します。 

３ページをご覧ください。計画の期間です。本計画については、令

和６年度から令和８年度までの３年間としています。 

４ページをご覧ください。計画の達成状況です。保健福祉審議会及

び地域包括支援センター運営協議会において、毎年度、進捗状況の評

価を行い、その進行管理を行いたいと考えています。 

その下の計画策定に当たっての基本的な視点としては、団塊の世代

の高齢者が７５歳以上となる２０２５年の節目に向けて、国でも様々
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な介護保険等の施策を展開しているところですが、今後、団塊ジュニ

ア世代が６５歳以上となる２０４０年問題も新たな課題となると国

でも想定されています。これらを踏まえ、介護や医療、市民活動など

地域の実情に応じた地域包括ケアシステムの深化・推進に一層取り組

むことが求められますので、その考え方に基づき、今回策定したとこ

ろです。 

５ページからは、人口統計等の資料となっております。 

６ページをご覧ください。高齢者数の実際の推移です。上段の線が

前期高齢者、下段の線が後期高齢者の人口推移です。徐々にその差が

狭まっているような状況になり、後期高齢者の人数が多くなっている

ことが市の現状であることを示しています。 

７ページをご覧ください。上の表が、高齢化率の状況です。表の一

番右側、全体の欄の下から３段目にある高齢化率をご覧いただくと、

市の今年４月１日現在の高齢化率は２３．７％です。また、下の表は

要支援、要介護の認定者数や割合となっており、割合としては高齢者

全体の１３％の方が介護保険の認定を受けております。 

１２ページをご覧ください。要介護状態となった原因疾病です。表

の一番上にある全体の欄をご覧ください。第１位は認知症、第２位は

悪性新生物（がん）、第３位は骨折となっています。 

２２ページをご覧ください。今回、第９期目の計画を作成するに当

たり、第８期の現計画についての成果と課題について記載していま

す。基本目標としては４つ挙げており、今まで市が行った取組み及び

成果を踏まえ、それに伴う今後の課題が記載されています。後ほどご

覧ください。 

２６ページをご覧ください。アンケート調査結果です。主な内容を

ご説明します。 

まずは、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査です。３０ページをご

覧ください。「④現在活用しているアプリについて」です。回答者の多

くは、ラインやメールを使っており、高齢者世代でもデジタル化が進

んでいるのではないかと考えております。このため、今後は紙ベース

でお知らせ等を行うほか、ＳＮＳ等のデジタルの活用も推進する必要

があると考えております。 

３１ページをご覧ください。「コロナ禍での変化について」です。「①

外出ついて」ですが、コロナ前と比較して、現在は頻度が減少したと

いう一方、「②運動時間について」では、コロナ前と変わらぬ頻度で行

っていると回答した方が多く、一人一人の方が運動については継続さ

れているというのが分かりました。 

３５ページからは、在宅介護実態調査です。 

３９ページをご覧ください。「⑤主な介護者の方が不安を感じる介

護等」では、回答数の多いベスト３が、認知症への対応、夜間の排泄、

日中の排泄となっています。このことを踏まえて、もし、家族に介護

が必要になった人がいる場合に、介護する家族に対する支援策の一つ

として、排泄の介助や、認知症への対応についての支援方法等を案内
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できる機会を設けることも必要ではないかと考えております。 

４１ページからは、介護サービス事業実態調査です。 

４２ページをご覧ください。「①特に人材確保の困難な職種」とし

て、事業者の方から介護福祉士や看護師・准看護師、ケアマネージャ

ーの職種の方の人材確保が困難と回答いただいています。また、「②人

材確保の育成や早期離職防止と定着促進に有効だった支援策」では、

処遇改善の助成や福利厚生の充実が、大きな支援策になるのではない

かとの回答が多くありました。 

４３ページをご覧ください。「③不足している又は今後不足すると

感じる介護サービス」としては、左側の表にあるとおり、居宅介護支

援や訪問介護が今後不足すると事業者の方が考えているとのことで

す。 

４５ページからは、市内の地区ごとの特徴です。地区ごとに、今回

のニーズ調査に基づいて特色があったかを記載しています。６圏域、

１０地区で分かれており、特筆すべきところについて記載されていま

す。こちらについては後ほどご覧ください。 

５３ページから次のページにかけては、第９期における課題を挙げ

ています。４つ挙げており、「介護予防・フレイル予防の推進」、「認知

症高齢者への家族への支援」、「地域での支え合い活動の推進」、「介護

保険事業の円滑な実施」となっています。「介護保険の事業の円滑な実

施」については、分科会でもご意見をいただいたところもあり、記載

を修正しております。 

５５ページをご覧ください。計画の基本理念です。前回の第８期計

画の基本理念に「安心」という言葉を追加しております。 

５７ページから次のページにかけては、計画の基本目標を挙げてお

り、計画の基本理念の実現のため４つ掲げております。１つ目が、高

齢者が元気で自立した生活ができる支援、２つ目が、高齢者が住み慣

れた地域で暮らせる仕組みづくり、３つ目が、高齢者のニーズに応じ

た公的サービスの提供、４つ目が、持続可能な介護保険制度の構築で

す。これらの下に基本施策を設け、具体的な取組みを設定しておりま

す。 

５９ページをご覧ください。「介護予防の重点プロジェクト」として

第８期計画同様、本計画についても挙げています。本計画では、今年

６月にいわゆる「認知症基本法」を制定したことも受け、認知症の方

の意思尊重と、住みなれた地域で暮らし続けることができるよう施策

の展開を進めるところに主眼を置く内容となっております。 

６０ページと次のページが本計画の体系図となっております。今回

のご説明では、新規で掲げた取組等について取り上げたいと思いま

す。 

６３ページをご覧ください。今回、本計画において新規に掲載した

ものとして、ＳＤＧｓとの関連性を挙げました。上位計画である「守

谷市総合計画」においても、ＳＤＧｓとの関連性を載せていることに

併せて、本計画の内容をもとに７つのゴールを挙げて記載したもので
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す。後ほどご覧いただければと思います。 

６４ページからが具体的な施策の展開です。主なもの、新規のもの

についてご説明します。 

６７ページをご覧ください。「高齢者の社会参加、生きがい対策の推

進」のうち、「シニアボランティアポイント制度」です。今年１１月に

改めてスタートし、高齢者の生きがい活動の一端を担えるよう、施策

として更なる推進を図るべく改めて記載をしました。 

７３ページをご覧ください。「認知症を地域で支える仕組みづくり」

のうち、「認知症地域支援・ケア向上事業」です。いわゆる「認知症基

本法」が制定されたことに伴い、認知症に対する正しい知識や正しい

理解が求められるところです。それに基づいて、地域共生社会の実現

に努めることが国でも謳われていますので、市としても取組みの一環

として認知症を正しく理解するために、認知症ケアパスの活用のほ

か、認知症高齢者声かけ模擬訓練、オレンジカフェ（認知症カフェ）

の施策を推進していきたいと考えています。また、今後、国で推進す

る「チームオレンジ」ついても市でも設置に向けて進めていきたいと

考えています。 

７６ページをご覧ください。「家族介護への支援」です。認知症高齢

者等の介護について、ノウハウを提供することも今後必要になってく

るのではないかと考え、「介護教室の開催」を掲載しています。認知症

高齢者を持つ家族の方に対する負担の軽減や支援を行っていければ

と考えています。 

７７ページをご覧ください。「地域共生社会の推進」のうち、「生活

支援コーディネーター機能の充実」です。生活支援コーディネーター

は、令和５年度から社会福祉協議会に委託をして、人員を配置いただ

き、各地域で考えられる課題や、困りごと、地域のニーズをコーディ

ネーターが把握し、その解決策やノウハウを蓄積して地域に還元でき

るように業務を行っております。今年度からの委託ですので、今後発

展していくように、市としてもバックアップをしていきたいと考えて

います。 

７９ページをご覧ください。「高齢者の権利擁護のための支援の充

実」です。こちらは、権利擁護、虐待防止や成年後見制度が主なもの

です。このうち、「高齢者虐待の早期発見及び虐待事例の周知」を掲載

しました。虐待が発生した後の取組みについては記載されていたとこ

ろですが、前段階として、早期発見と通報、虐待の防止がその前に必

要であると考え、追加掲載しました。 

第４章までは以上のとおりです。第５章は介護福祉課から説明しま

す。 

小林介護福祉

課長 

それでは第５章、介護保険事業の円滑な実施について、介護福祉課

からご説明します。 

８３ページ、３介護保健サービス利用者数の推移、４サービス事業

量の推計、こちらに関して、現在もサービスの推計を継続しています。

これは、現在も５年度の実績のため、毎月、月報があがってきます。
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これを随時修正しながら直していくということに加え、今後、国から

の通知や県との協議によって、サービスの数値、推計などは変更され

ることがあります。また、介護保険料についても、現在精査を進めて

います。これは、令和６年４月に介護報酬の改定が予定されており、

介護保険料の査定に影響を及ぼします。それと、個々の介護サービス

の単価をはじめ、その内容についてまだ国からの通知がありません。

このような理由から、現時点で介護保険料の記載はしていませんので

ご了承ください。確定次第、皆様に改めてご報告したいと考えていま

す。 

それでは８４ページ、２高齢者人口の推計にですが、１ヶ所訂正が

あります。高齢者人口等の推計の表、区分の所、合計の上の第２号被

保険者４０歳から６４歳の、令和８年度が１万３，５９９人となって

いるのですが、こちらは入力ミスで、２万５，０８３人が正解です。

これに伴い、合計が４万２，３３１人に訂正となります。後ほど、修

正をしますが、基本的には高齢者の数は増えていくということです。 

それでは、８５ページ以降、居宅介護予防サービスですが、高齢者

の方が増えていることの実績値を踏まえ、現在の見込み値は、サービ

スについては量が増えています。 

続きまして９９ページ、地域密着型サービスで、今年度に、表の下

から２番目、介護小規模多機能型介護で、次の１００ページですが、

介護小規模多機能型居宅介護を今年度新たに施設として一つ設置す

る予定で、令和６年の３月中旬の設置予定で、進めています。これに

伴い、見込み量も令和６・７・８年度で、人数が最大２９人という推

計をしています。 

１０１ページ以降、施設サービスも同じように高齢者の数が増えて

おり、見込み量も基本的には増額、増えていくということで記載をし

ています。 

１０５ページ、地域ケアシステムを支える人材の確保及び介護現場

の生産性の向上の推進等で、分科会でも議論、ご意見をいただきまし

た。今後の重要な課題と思われる、介護人材確保・育成、介護現場の

生産性の向上を記載したものですが、まだ具体的なものを記載するま

では至っていないのですが、この３期３年間の中で、具体的なものを

実施していきたいと考えています。 

飛びまして、１０８ページ、介護保険料の算出は、先程お話しした

とおり、現在のサービス量が記載されているのですが、これは見込み

量で令和５年度及び今後の見込み量は変わっていきます。 

飛びまして１１２ページ、所得段階別の介護保険料の設定で、こち

らも見込みとなっています。これも変わっていきます。１１３ページ

は、介護保険基準額の年額と推移と伸びで、第１期から第８期までの

介護保険料の基準額・伸び率を記載しています。９期計画は、現在、

推計を進めていますので、まだ確定できていない状況ですが、確定次

第、皆様にお知らせいたします。８期の介護保険料ですが、全国平均

で７万２，１６８円、県平均で６万５，８２０円、本市の５万７，６
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００円は、県内で現在３番目に低い金額です。 

５章については以上です。 

滝本健幸福祉

課長 

それでは、１１７ページからの第６章「守谷市成年後見制度利用促

進基本計画」についてご説明します。 

１１８ページをご覧ください。計画の位置付けです。成年後見制度

の利用の促進に関する法律に基づき、「市町村計画」を定めるよう努力

義務として位置付けられているものです。当市としては、計画の策定

が努力義務とされているところですが、成年後見制度を推進する観点

から、３年前の令和３年に計画を策定しています。 

計画期間は、令和３年度から令和８年度までの６年間で、令和５年

度が中間年度となりますので、今後３年間の計画として内容の見直し

を行いました。なお、この計画は、今後、高齢者福祉計画・介護保険

事業計画から分離して、地域福祉計画と一体的に推進する予定です。 

主な内容についてご説明します。 

１２２ページをご覧ください。成年後見制度の利用状況です。令和

４年度の数値をご覧ください。後見、保佐、補助、任意後見の全体と

して６２人の市民の方が利用しております。その下の欄の社会福祉協

議会が行う日常生活自立支援事業については、利用者数として３４人

の方が利用されています。 

また、その下が今回新たに作成した表となっており、成年後見制度

等の違いを分かりやすくするため今回載せさせていただきました。前

回の審議会でも、委員の方から様々な質問を頂戴しており、内容につ

いての説明等も難しいため、このような表を作成しております。制度

ごとに対象や内容等いくつか違いがあることをご理解いただければ

と思います。 

続いて１２５ページをご覧ください。成年後見制度の利用促進にお

ける基本的な認識として、当市の課題を挙げています。次のページに

かけて、４つ大きな事項を挙げた理由は、今回、アンケート調査を市

内の各事業者等に行い、その回答をもとに、今後、市が取り組むべき

課題を精査し、記載しています。内容については、後ほどご説明しま

す。 

１２７ページをご覧ください。基本指針・基本目標です。まず、本

計画が目指す市の姿をとして内容を掲載し、その下からが具体的な取

組みとなっております。 

１２８ページをご覧ください。成年後見制度の普及・啓発について、

今回実施したアンケート調査の際にいただいたご意見のうち、ご要望

がありました市民向け、事業所向けに各々普及啓発を実施したいと考

えています。 

１３３ページをご覧ください。私の未来ノート（エンディングノー

ト）の活用と、遺言書の作成等の啓発を今回載せています。成年後見

だけの制度ではなく、本人の意思が確実に明記できる遺言書の作成等

についても啓発することが必要ではないかと考え、今回掲載していま

す。 
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１３４ページをご覧ください。計画の進行管理です。進行管理では、

保健福祉審議会及び成年後見制度の利用促進に係る会議において報

告等を行い進捗状況の確認をいただくこととなっております。 

１３５ページと１３６ページをご覧ください。成年後見制度や、任

意後見制度についての利用する際のフローチャートです。今後、記載

する図をもう少し分かりやすくお示しできればと考えています。 

１３７ページ以降は用語の一覧ですので、後ほどでご覧ください。 

今回の計画案は、素案として審議会の皆様にお示しした後、庁内で

改めて内容を確認し、議会の皆様に説明後、パブリックコメントを実

施します。その結果をもとに分科会の開催をお願いし、最終的な計画

案をご審議いただいた後、保健福祉審議会に諮問・答申をいただくと

いうスケジュールで進めたいと考えています。 

説明は以上です。よろしくお願します。 

竹内会長 ありがとうございました。 

では、ただいまの説明について、委員の皆様のご意見ご質問等あり

ますか。まず、地域包括ケアシステム分科会にご参加の方から何か追

加的なコメントとかありますでしょうか。 

特になければ、計画についての質問あるいはコメント等ありました

らお願いいたします。いかがでしょうか。 

１つお尋ねしたいところがあるのですが、ページで言いますと、１

１０ページですけれど、標準給付費の見込みが単位千円となっている

のですが、単位千円だと結構渋い数字のような気がするのですが。 

小林介護福祉

課長 

申し訳ありません。こちらは記載ミスで「円」が正解です。 

竹内会長 はい。 

質問コメント等ある方いらっしゃるでしょうか。では、橋爪先生お

願いします。 

橋爪副会長 ５章の９９ページと１００ページの説明の中で、下から２つ目のと

ころですが、こちらの介護という言葉が聞こえてきたのですが、看護

小規模多機能型居宅介護でして、従来の介護だけのところに、医療的

なところも見える看護の機能が入ったということで、「看護」というこ

とでお願いいたします。 

竹内会長 はい。その他いかがでしょうか。はい、お願いします。塩澤先生。 

塩澤委員 この間の保健センターの会議でも出ていたのですが。６６ページの

高齢者で、帯状疱疹ウイルスワクチンの助成をぜひお願いしたいとい

うことで、よろしくお願いします。 

竹内会長 はい。こちらコメントいただきたいと思います。事務局の方からコ

メントあるでしょうか。 

ちなみに、できる、できないではなくて、どういうふうな手順が必

要で、こうなったら駄目という話でも構いません。 

稲葉保健福祉

部長 

代表でお答えします。今回の計画に関しては、介護保険事業計画、

高齢者福祉計画でして、この中で具体的に帯状疱疹のことは触れませ

ん。予防接種の助成等については、市全体の施策の中で本計画とは別
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に庁内で検討すべき事項と考えています。 

竹内会長 ありがとうございます。 

内部的な検討ということですけれども、仮にある程度決まってきた

時に優先順位を決定することとかが必要になってくると思うのです

が、それをやるとしたらどこでやることになりますか。この会議でし

ょうか。 

稲葉保健福祉

部長 

保健福祉審議会で揉むよりは、健康づくり分科会ですとか、そうい

うところで意見をいただくという場面は作りたいと思っております。

以上です。 

竹内会長 直ちに実施というようなことではなく、やはり科学的なエビデンス

とかを集めながら、あと費用対効果とかを検討しなければいけないと

いうことで、難しいことなのかなと思います。 

塩澤委員いかがでしょうか。コメントいただければと思います。 

塩澤委員 結論を出してくれということではないのですが、実際に患者が多

く、ここに文言として「高齢者の助成」と書いてあったので、一言伝

えました。 

竹内会長 その他いかがでしょうか。 

では、ないようですので、一つだけ。１０５ページの部分、地域包

括ケアシステムを支える人材の確保及び介護現場の生産性の向上の

推進等というところが、まだまだ書ききれていないということでした

が、この部分をちゃんと実施できるかできないかが、介護人材が離れ

ていくか、それとも吸い付けることができるかというところを決める

ような、そういった要素があろうかと思います。我々が持っている力、

市の力もありますし、市民の力もありますし、この会議の力もありま

すけれども、それを集めて、この部分を充実させていく、そういった

必要があると思います。ぜひこちら、具体的な内容で、新しい仕組み、

良いものも上手くいかないこともあると思います。ですが、それにト

ライしていくという、そういうトライしていくことに寛容な守谷市で

あって欲しいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

その他いかがでしょうか。特になければ、こちらの方の協議は以上

とさせていただきます。ご協議ありがとうございました。 

では、続きまして、報告事項№３「令和 5 年度第 1 回健康づくり分

科会開催報告について」保健センターからお願いします。 

新島保健セン

ター所長 

はい。よろしくお願いいたします。 

それでは、報告事項№３令和５年度第１回健康づくり分科会開催報

告について、ご報告します。 

９月２１日に、第１回健康づくり分科会を開催しました。今回の分

科会では、第三次健康もりや２１計画に係る、令和４年度の取組み状

況について報告し、ご意見等をいただきました。当該計画は、健康増

進計画、食育推進計画、歯科口腔保健推進計画、自殺対策計画及び母

子保健計画の５つの計画を包含した一体的な計画として作成してお

り、この会議録では分科会での意見等を、分野別にまとめています。 

まず初めに、（１）健康づくり計画部分についてですが、保健センタ
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ーで実施している出前講座の内容について質問がありました。保健セ

ンターの講座は、血圧・糖・脂質・フレイル・骨粗鬆症・たばこ・熱

中症予防の７つのテーマがあり、それぞれ保健師と栄養士による合計

１時間程度の講話を実施しています。 

次に、健康診査後の特定保健指導の内容についての質問がありまし

た。特定保健指導は、基本的には対象者の今の具体的な生活習慣を聞

き取り、今後どうしたいのかということを踏まえた上で、目標を決め

て話をし、現状の生活習慣を改善していくことを目標にしています。 

また、特定保健指導では改善例などを示すと良いのではないかとい

う意見を頂きました。頂いた意見について、特定保健指導を行う保健

師や管理栄養士で共有して、効果的な指導が行えるよう努めていきた

いと考えています。 

次に、令和４年度の速報値が４６．５％と、特定健康診査の受診率

が低いということで、現在の集団検診は、待ち時間なくできるように

なったので、もっと周知をした方がいいのではないかという意見を頂

きました。 

コロナ禍前の集団健診は、予約なしで行っていたため、大変混み合

い待ち時間もありました。コロナ禍以降は予約制にしたため、待ち時

間なくスムーズにできるようになっています。特定健康診査について

は、受診率向上に向けて様々な切り口で周知をしていきたいと考えて

います。 

続きまして（２）食育推進計画の推進についてです。 

ライフステージの成人期の食の情報提供という取組みの中で、スー

パーマーケットや飲食店等と連携し、食に関する情報提供を行うとい

う取組みがあります。令和４年度は未実施となっており、この中の食

の情報とは具体的にはどのようなものかという質問がありました。 

ここで言う食の情報とは、例えば減塩など、健康づくりに繋がる情

報ということです。現在、茨城県が県民の食塩摂取量を減らす取組み

として行っている、茨城美味しおスタイルという事業と連携できない

かと考えているところです。 

次に（３）自殺対策計画の推進と、母子保健計画の推進の部分につ

いてです。 

子供が生まれる一方で、自殺や虐待で亡くなるというニュースをよ

く聞くということで、虐待対策と少子化対策の一体性がなく、関連性

を持たせたほうがいいのではないかという意見をいただきました。 

国では、子供を取り巻く様々な問題に一元化して対応するために、

今年度から子供家庭庁を創設しています。また、各市町村には、令和

６年度以降、児童福祉部門と母子保健部門に関する支援を一体的に行

う機能を有する子供家庭センターの設置が努力義務とされるなど、国

全体として、子供の視点に立った施策を行っていく方向になってきて

います。この健康もりや２１計画も、自殺対策と母子保健計画を含め

た一体的な計画として策定をしていますので、一体的に取組みを実施

していくことを念頭に進めていきたいと考えています。 
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また、虐待通報があった際、市ではどのような対応をするのかとい

うご質問がありました。匿名の通報があった場合には、のびのび子育

て課で虐待通報を受けた家庭を訪問し、養育状況や生活状況等を確認

しています。これらの虐待に関しては、様々な関係機関等と連携をし

て対応しています。 

以上が健康づくり分科会の開催報告です。このような形で毎年度、

取組み状況を報告し、ご意見等頂きながら、着実に計画を進めて参り

たいと考えています。 

以上です。 

竹内会長 ありがとうございました。委員の皆様のご意見ご質問等いかがでし

ょうか。 

まず、健康づくり分科会の方から何かコメントありますでしょう

か。ちなみに、ここでは、先ほど出た予防接種のことは議論されなか

ったのですか。 

新島保健セン

ター所長 

この中では予防接種の議論はしていません。 

竹内会長 承知しました。ありがとうございます。今のは確認です。 

ご意見ご質問はいかがでしょうか。 

のちほど全体を踏まえて、コメント等いただければと思います。 

では、続きまして報告事項№５「守谷市シニアボランティアポイン

ト制度の再開について」健幸長寿課の方からお願いいたします。 

滝本健幸長寿

課長 

報告事項№５守谷市シニアボランティアポイント制度の再開につ

いてご説明します。 

この制度は、平成３１年４月から「介護ボランティアポイント制度」

として事業を開始したところでしたが、先般からの新型コロナウイル

ス感染症の影響で事業を休止していました。しかし、今年の５月に、

感染症の類型が第２類から第５類になったことにより、今回、事業を

再開することとなりました。 

制度の概要としては、市民の方が制度に参加する際は、ボランティ

ア講座を受講し、ボランティア活動保険に加入した後、ボランティア

手帳の交付を受けていただくことが参加の要件となっています。 

ボランティア活動が１時間につき１ポイント、最大５０ポイントを

付与とすることが内容となっています。 

２ページをご覧ください。制度の変更点です。今回、参加者の対象

年齢を６５歳から６０歳に変更しました。また、活動場所についても、

従来の介護保険施設だけではなく、障がい者・児の施設も追加してい

ます。 

ボランティアポイントの交換についてですが、１ポイント１００

円、最大５０ポイント５，０００円までを上限に奨励金として受け取

ることができます。 

再開までのスケジュールですが、１１月中を目途に再開するため準

備を進めているところです。 

３ページをご覧ください。今回、制度の再開に当たり、ボランティ
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ア講座を１０月５日に開催しました。講座では、ボランティアポイン

ト制度の概要や、ボランティア活動についての留意点等について、事

業者の方から資料や内容についてご説明いただいた後、ボランティア

活動保険について社会福祉協議会の方から説明を受け、加入していた

だく流れとなっておりました。 

次のボランティア受入施設は、市内８事業所と協議を重ねておりま

すが、現在のところ、１１月中にスタートできる予定としては６事業

所となっており、今後、準備が整い次第、拡大していく予定です。 

最後に４ページをご覧ください。今後の流れとしては、ボランティ

アの方々の活動の開始日に合わせて、市からメールを送信し、活動で

きる事業所等ついて詳細を情報提供いたします。その情報をもとに受

入れ事業所宛てに直接、市民の方がボランティアの申込みを行ったう

え、活動していただくことになっています。 

また随時、ボランティアの登録も受け付けておりますので、今後、

新規に登録を希望される方には、ボランティア講座を録画した動画を

視聴するなど、各種手続きを踏まえたうえ、登録完了の後、活動いた

だくこととしています。 

なお、ボランティア登録された方には、活動実績や受け入れ事業所

の募集等に関する情報を月１回程度メール配信する予定となってお

ります。 

説明は以上になります。 

竹内会長 ありがとうございました。 

委員の皆様のご意見ご質問等ございますか。 

ここで行われてきました様々な議論がしっかりと反映された形で、

再開される方向性が確認できているのではないかと思われます。是

非、活発な形で進められることを期待したいと思います。 

特になければ、次に進ませていただきます。 

報告事項№６「令和５年度第１回子供子育て分科会開催報告につい

て」こちらを、すくすく保育課からお願いします。 

森山すくすく

保育課長 

はい。よろしくお願いします。 

報告事項№６として、令和５年度第１回子ども子育て分科会の開催

についてご報告します。１０月５日に開催して、全委員の皆様にご出

席を頂戴し、ありがとうございました。 

審議経過ですが、まず１番目は、遊育施設「あそびの森もりっこ」

のプロポーザル選定結果について、のびのび子育て課から説明をした

後に、意見交換を行いました。選定結果については、次の報告事項№

７にて説明します。 

委員の皆様からの質疑及び意見は、主にこの遊育施設の概要につい

てということでしたので、こちらを報告します。 

まず、当該施設の必要性や場所の選定についての質問を頂戴し、そ

れに関して、平成３１年に市長の発案があり検討してきたもので、大

型遊具を活用して、子供たちが将来の生活に必要な基本動作や、危険

回避能力、運動能力、コミュニケーション能力等をバランスよく培う
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こと、地域の子育て支援強化を目的としており、場所は保健センター

の改修を契機に、空いた部屋の利活用の検討の中で決定をしたと回答

しました。次に、遊具の安全性はどうかという質問については、プレ

イリーダーを常駐させて見守るとの回答をしています。また、１時間

の利用制限についての質問は、子供の体力面、施設の規模、駐車場の

確保を考慮し設定したものであり、空きがあれば、連続利用も可能で

あると回答しています。 

委員の皆様から頂いた意見は、まず、子育て支援の場として、市が

率先して事業を行うことは好ましいということ。それから、利用時間

の制限については、子供の体力面、利用者の回転数、保護者の心情等

から１時間で適切である。それから、もりっこで使用する遊具は、ボ

ーネルンド社製ですが、同社の遊具は質が高く、同じ製品を使用する

他市の施設と比較して、非常にリーズナブルであるというご意見、そ

れから提案として、一緒に来た小学生のきょうだいが待てるよう、図

書スペース等があるとなお良いというご意見を頂戴しました。 

次に、すくすく保育課所管の議題２、第２期守谷市子ども子育て支

援事業計画の随時見直しについて、事務局から次の説明を行い、意見

交換をお願いしました。 

まず、１つ目として、この見直しの趣旨ですが、昨年度、第２期計

画の中間年に当たり、ニーズの面と、確保方策の面と両方について見

直しをしたところですが、今年度、既存幼稚園の幼保連携型認定こど

も園への移行や、３箇所の保育園等の利用定員を引き下げる変更の申

し出があったことから、確保方策のみの見直しを行うものであると説

明しました。 

２つ目として、認定こども園への移行を希望している守谷二三ヶ丘

幼稚園ですが、令和７年度からの認定こども園移行は、考え方として、

国の方針により、認定こども園の設置の基準を満たす限りは、原則と

して認可・認定を行うことになっていることを説明しました。 

３つ目は、株式会社アイグランが設置する保育園２箇所及びもりや

幼保園の利用定員引き下げについて、事業者から経営状況改善のため

と相談があり、複数年にわたり協議をして参りました。その結果、現

在の実利用人員に合わせて利用定員を引き下げるものであり、この考

え方としては、子ども・子育て支援法により、事業者の届出で足りま

すので、認めざるを得ないものであると説明しました。 

委員の皆様からの質疑及び意見は以下のとおりです。まず、幼稚園

経営の側からの意見としては、少子化が進行して、認定こども園に移

行せねばやっていけないのかもしれないと感じているとのことでし

た。続いて、保育園側からの意見としては、守谷市の保育園はまだ他

市より状況は良いが、全国的には子どもも保育士もいない状況であっ

て、利用定員を引き下げると公定価格の保育単価が上がるので、経営

上は必然的にこのような流れになるということでした。また、国の通

知どおりに、３箇月前に届け出れば定員が引き下げられるというの

は、他市では認められないところもあるので、事業者としてはありが
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たいという意見を頂戴しました。 

ただ、懸念点として、保育士不足を理由に定員引き下げを認めると

なれば他の事業者の追随が予想されるが、確保方策は大丈夫かという

指摘を頂きました。これに対しては、確保方策に不足が出ないよう、

届出をする前に、従前どおり事業所とあらかじめ協議を行う方針であ

るということ、今後は少子化の進行とともに、実利用人員数に定員を

合わせていく方向になると思われると回答しました。また、突然閉園

となれば確保方策に不足が出るため、何年かかけて協議するのではな

く、柔軟に利用定員が引き下げられれば、閉園は防げるのではないか

との提案を頂きました。 

第２期守谷市子ども・子育て支援事業計画の随時見直しの結果につ

いては、添付しています報告事項№６の資料№２となりますので、保

管をお願いします。 

次に、最後の議題３、第３期守谷市子ども子育て支援事業計画の策

定スケジュールについて説明をしました。 

この計画は令和７年度を始期とするため、令和５年から６年度の２

年間の策定スケジュールを説明して意見交換を行いました。これにつ

いて、子どもの貧困や虐待を含めた子どもに関する総合的な計画とな

るのかという質問を頂戴し、これらの問題を扱う市子ども計画は、国

が今後示す子ども大綱を受けて策定予定ではあるが、保育や子育て施

策に特化した子ども・子育て支援事業計画とは別立てとし、将来的に

は統合したいと考えている旨を説明しました。これまでの第１期、第

２期の子ども・子育て支援事業計画は、待機児童解消ということを一

番の目的としており、量の確保を問題としてきましたが、７年度以降

の第３期は、量の確保の安定と質の向上を目指す計画としたいと回答

した次第です。報告事項№６、資料№３のとおり、分科会・審議会の

皆様に今後２年間にかけて、この計画のご審議をいただきたいので、

どうぞよろしくお願いします。 

ご報告は以上です。 

竹内会長 説明ありがとうございました。 

こちらの会議の方に参加しておられた委員から、何かコメントある

でしょうか。特になければ他の委員からのご意見ご質問等いかがでし

ょうか。 

では、特になければ次に進ませていただいて、報告事項№７「遊育

施設あそびの森もりっ子のプロポーザルの選定結果について」のびの

び子育て課からお願いいたします。 

上野のびのび

子育て課長 

よろしくお願いいたします。 

報告事項№７遊育施設あそびの森もりっこのプロポーザル選定結

果について報告します。 

遊育施設あそびの森もりっ子が実施する大型遊具等を活用した遊

びの中で、子供たちが将来の生活に必要な基本動作、危険回避能力、

運動能力、コミュニケーション能力等をバランスよく培うため、また

地域の子育て支援の強化を図るために、業務委託候補事業者を決定し



 26 

ました。 

応募事業者数は２社でした。 

選考については、令和５年９月２８日に遊育施設運営事業の業務委

託における公募型プロポーザル方式審査委員会を開催しました。 

選考基準ですが、審査員１人の持ち点が１００点で、１０人の審査

員に審査いただきました。配点合計１，０００点のうち６００点以上

であることを可否の基準としました。 

選考結果については、株式会社明日香が１，０００点満点中７４９

点となり、協議事業者として決定しました。Ｂ社が６６６点というこ

とで、７４９点の株式会社明日香に決定をした次第です。決定した株

式会社明日香の所在地ですが、こちらは資料の通りです。 

今後のスケジュールですが、現在１０月、運営開始に向けた協議で、

株式会社明日香の担当者と市の担当が、今後の安全確認や安全対策危

機管理、職員体制などに関することの協議をしているところで、その

後契約を締結します。１１月の中旬以降になりますが、施設利用予約

開始ということになります。現在、１１月１０日号の広報に掲載する

予定です。運営開始ですが、事業の開始日が令和５年１２月１日とな

りますが、金曜日が休館日ですので、１２月２日土曜日に、オープニ

ングセレモニーを予定しています。参考までに、選定までのスケジュ

ールを載せていますので、ご覧ください。 

報告は以上です。 

竹内会長 説明ありがとうございました。 

ただいまの説明にご意見ご質問等いかがでしょうか。 

はい。お願いいたします。清水さん。 

清水委員 新しい施設ということで、細かいことも含めて、質問・要望をしま

す。 

まず、この施設の位置付けとして、設置条例とか要綱とかはどうい

うふうになっているか。また、議会への報告とか、議決とかも併せて。

それが１点目です。 

２点目は、先ほども説明がありました、スタッフ、プレイリーダー

という方がどのぐらいの人数で、職種がどういうふうになっているの

か。 

それから、３点目は、プロポーザル２社で、管理運営の委託料は、

年間でどの程度か。アバウトで結構ですので教えてください。 

それから、株式会社明日香は、高齢者施設とか、児童施設を相当な

規模で全国的に展開していますが、市内での実績があるのかどうか。

また、市内実績がなければ、近隣の市町村等近くであるかどうか。 

あと、内容について、トイレとか手洗いとか、おむつの交換場所と

かは設置確保されているのかどうか。それから、飲食が禁止なのかど

うか。当初も用意したらどうかと分科会の要望があったと思うのです

が、可能かどうかということ。 

最後に、利用者の声、各施設等もアンケートの箱を用意し、市役所

も市長への手紙があり、できればそういうものも用意していただきた
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い。新しい施設ですから、いろいろな要望があると思うので、設置さ

れたらいかがでしょうか。 

それから、もう１点。新規の施設なので、開設後に、例えば自分の

家でも作った後になって利用勝手が悪いとかがあるので、その後利用

者の声を反映して、検討した上で、なるべく改善すべきところは、速

やかに改善していただきたいと思います。 

細かいことで恐縮ですけれど、以上です。 

竹内会長 では、事務局から可能な範囲でお答えいただければと思います。 

上野のびのび

子育て課長 

まず、条例。こちらについては、今年度６月の議会で議決をいただ

いています。 

続きまして、プレイリーダーについて市からお願いしていること

は、運動を専門的に勉強した方を募集してほしいとお願いしていま

す。実際にまだ決まっていないため、これとはお答えできないのです

が、そのようなところで募集をかけてもらう予定です。プレイリーダ

ーは１人で、その他含めて３人以上で、今いろいろと動いてくださっ

ています。 

それと、委託料については、今回１２月からオープンということで、

オープンに向けて１１月ぐらいから動いてもらうということになり、

今年度委託料は約１，４００万くらいです。そのあと２年、３年のと

ころでは、２，５００万。大体、それくらいの数値です。 

続きまして、株式会社明日香の実績ですが、以前守谷市の図書館で、

お子さん達に対してのサポートをしていたという実績があります。あ

とは守谷市ではありませんが、こういう遊育施設を、実際に山梨でや

っている実績もある業者です。 

続きまして、おむつの交換について。これは、遊育の中にはありま

せんが、保健センターに用意されていますので、もし必要なときには、

そちらを使っていただくという形です。 

利用者のアンケートは、やっていく中で、私たちも、もちろん地域

の方や、利用者の方の声というのは、きちんと聞き取りをして、実際

に運営していく中で、私たちも、子どもの様子や保護者の様子を見な

がら、改善できるところは改善していきたいと思っています。 

飲食についてですが、飲食は今のところ不可ということで、施設内

では食べないということになっています。 

あと、待っている場所の設置ということで、この間の分科会の方で

お話をしたところですが、こちらについては、今後検討していきたい

と考えています。 

以上です。 

竹内会長 ありがとうございます。 

時間もありますので、１つ補足させていただくと、利用者の声、ア

ンケートのところですが、これは市が集めますか、それとも受託者が

集めますか。 

上野のびのび

子育て課長 

はい。内容は市で検討しまして、業者にお願いしようと思っていま

す。 
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竹内会長 簡便にお答えいただいたので、清水さん、よろしければ続けてお願

いします。 

清水委員 分科会でも時間が１時間では足りないというのがあり、延長も可能

だということで良かったと思います。 

時間もないので、以上、ありがとうございました。 

竹内会長 ご協力ありがとうございました。 

はい。よろしくお願いします。垰本さん。 

垰本委員 委員会で検討したものですが、あそびの森に関しては、あまり意見

が出なくて。 

結局、掲げてあるのは、危機回避運動能力、すばらしい言葉が書い

てあるのですが、実際そこにある遊具を使って、どの程度のものがで

きるかというのを検討する材料がなくて。今そこに遊具が置いてある

し、市長発案、業者、その間に検討はなかったという、そういう形を

とっているので、今から子供たちがどういうふうに利用するかという

ことを、注意深く見ていただきたいと思います。 

安全面とか、どういう遊び方をするかというのは、見ていただきた

いし、アンケートは業者でなく市の方で、検討材料として集めていた

だきたいなと思います。 

以上です。 

石塚こども未

来部長 

アンケートは、当然施設と、のびのび子育て課にホームページを通

して頂くということです。どちらにということではなく、一緒に検討

するということです。 

遊具については、特別このために遊具を用意したのではなく、他の

施設、守谷市では初めてですが、こういう個別のコンセプトで、遊育

というものは他でもやっていますし、株式会社明日香もやっていると

いう状況の中で、プレイリーダーを置きながら、安全を保つという考

え方で、十分に気を付けるということです。ご意見いただきありがと

うございます。 

垰本委員 あと一つ、就学前の子どもたちの遊び場として設置されているわけ

ですけれど、兄弟で遊びたいというのもあると思います。小学校に行

っている子は行けない、幼稚園・保育園に行っている子だけ行けると

いう設定なので、図書というのを置いて、兄弟で一緒に行ける場とし

て全体を考えることはできないのかという意見です。なので、図書・

本が置いてある部屋があれば、上のお子さんがそこで時間を作れると

いうことです。 

以上です。 

石塚こども未

来部長 

ご意見については、今、業者が選定され、別でも意見を頂いていま

すので、それは今協議しているということで、先ほど課長からも出て

います。 

ただ、基本的なスタンスとして、未就学児でやってみて、どういう

状況なのかということ。先ほど危険という部分を、委員からも指摘さ

れていますので、まずその状況下で、可能であれば図書館の話も、業

者にもしていますので、全部が全部可能かということは別ですが、要
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望・意見・指摘は真摯に受けとめて、可能な限り、できるものとしか

言えませんが、検討できればと思っています。 

以上です。 

垰本委員 １２月１日から開園するわけですが、どうぞ検討しながら、安全が

一番です。運営方法も考えていかれたらいいと思います。よろしくお

願いします。 

竹内会長 まずはスタートするようですが、それだけでは十分ではないという

意見だったと思います。 

少しずつ、例えばターゲットとする年齢とかを広げていくというこ

とは、子育てをする上でとてもわくわくする内容だと思いますので、

そういったところを上手に広げていくという政策をとっていただき

たいという要望だと承ったところです。 

その他よろしいでしょうか。特になければ、用意されている議題等

は以上ですが、全体を通じて何か意見等ございますか。時間の方も大

分過ぎておりますので、このあたりで一旦、終了ということにしたい

と思います。 

今回は計画を中心としたもので、計画の説明が非常に長くて大変だ

ったと思いますが、今回の説明を通じてよくわかったと思います。そ

れをしっかりとフィードバックしていただくことが大切だと思いま

すので、引き続きご協力をお願いしたいと思います。 

それでは、以上をもちまして本日の議事すべて終了を宣言いたしま

す。議長の席は降ろさせていただきます。どうもありがとうございま

した。 

松井社会福祉

課長補佐 

ありがとうございました。 

次回の第３回保健福祉審議会は、令和６年１月２４日水曜日、同じ

く午後２時３０分から守谷市役所、同じ場所、全員協議会議室にて開

催予定です。 

これで令和５年度第２回守谷市保健福祉審議会を閉会いたします。

貴重なご意見ありがとうございました。長時間にわたりお疲れ様でし

た。ありがとうございました。 

 


